
3月29日（金） 午前 一般講演
A会場 B会場 C会場 D会場 E会場 F会場

9:30 A301　○中内未来・
林優作・渡部宏・矢
野栄二（近畿大・農）
タバコカスミカメ
の成幼虫の発育、
生存、産卵

B301　○稲川光一・
村井保（宇大農・応
昆）
ミツバチヘギイタダ
ニの回収法と砂糖水
を用いた防除法

C301　○野田博明・行
弘文子・三好猛晴（生
物研）
ウンカ共生菌の経卵
伝播に関与するアク
チンフィラメント

D301　○塩尻かおり1，

3・齋藤隆満2・小澤理香
3・高林純示3・山下賢一2

（京大・白眉センター1・

兵庫農技セ2・京大・生

態研3）
植物間コミュニケー
ションを用いた農業
技術開発（２）

E301　○森光太郎1・平

野耕治2・吉田潔充1（石

原産業中央研究所1・
元石原産業中央研究

所2）
天敵アカメガシワク
ダアザミウマ個体群
の増殖・維持に寄与
する要因

F301　○内田一秀1・村

上芳照1・望月孝一2・松

本啓2・桑田大2（山梨果

試1・山梨防除所2）
交信かく乱剤処理下
におけるモモハモグ
リガの発生消長の把
握

9:45 A302　○渡辺崇仁・
渡部宏・矢野栄二
（近畿大・農）
タバコカスミカメ
幼虫のタバココナ
ジラミに対する日
当たり最大捕食量

B302　 風閒春奈1・○

本田洋2・松山茂2・戒

能洋一2（筑波大院・

生資1・筑波大生命環

境2）
ミツバチ不足に対応
するための養蜂技術
と花粉交配技術の高
度化（その1） 幼虫
食餌ゼリー脂肪酸成
分からのミツバチヘ
ギイタダニ忌避物質
の探索

C302　○渡部賢司・中
村有希・行弘文子・野
田博明（生物研）
ツマグロヨコバイ共
生リケッチアのプラ
スミド

D302　○小西和彦・髙
篠賢二（北農研）
バレイショのリビン
グマルチ栽培および
慣行栽培圃場で採集
された寄生蜂類

E302　○香川理威1・伊

藤勇弥1・大朝真喜子1・

森光太郎1・平野耕治2・

吉田潔充1（石原産業

中央研究所1・元 石原

産業中央研究所2）
アカメガシワクダア
ザミウマと併用可能
な農薬選抜結果に基
づく防除体系の検討

F302　○菊地淳志（農
研機構・近中四農研）
ダイズ原種ツルマメ
を寄主とする昆虫の
摂食量

10:00 A303　○舟越晃太
1・矢野栄二1・日本

典秀2（近畿大・農1・

中央農研2）
DNAマーカーによ
る雑食性捕食性天
敵タバコカスミカ
メの捕食機能の解
析

B303　○久保良平1・

宮本雅章2・佐々木正

己3・小野正人3（玉川

大・院1・群馬県農技

セ・野菜第二2・玉川
大・院、学術研ミツバ

チ科学3）
ミツバチ不足に対応
するための養蜂技術
と花粉交配利用技術
の高度化―その２―
人工花を用いた授粉
昆虫の訪花促進シス
テムと連合学習効果
の検証―

C303　○渡部真也1・

林正幸2・行弘文子1・

陰山大輔1（生物研1・

千葉大院・園芸2）
カオマダラクサカゲ
ロウでみつかったス
ピロプラズマ、リ
ケッチアと雄殺し現
象

D303　○松浦健二・矢
代敏久（京大院・農・昆
虫生態）
シロアリの女王が有
性生殖卵と単為生殖
卵を産み分ける仕組
み

E303　○伊藤勇弥1・森

光太郎1・平野耕治2・吉

田潔充1（石原産業中

央研究所1・元石原産

業中央研究所2）
アカメガシワクダア
ザミウマの秋放飼の
検討

F303　○杉浦直幸1・山

田一宇1・清永徹2・行徳

裕2（熊本農研セ果樹

研1・熊本防除所2）
交信かく乱用フェロ
モン剤に影響されな
いナシヒメシンクイ
の発生予察の可能性

10:15 A304　○林鎬俊1・

上船雅義1・中石一

英2・下元満喜2・高

林純示1（京大・生態

研1・高知農技セ2）
植食者誘導性植物
揮発性物質に対す
るタバコカスミカ
メの反応

B304　○宮本雅章1・

手塚俊行2・田中栄嗣
2・佐々木正己3・小野

正 人3・久保良平4・村

井保5（群馬県農技セ・

野菜第二1・アグリ総

研2・玉川大・院、学術

研ミツバチ科学3・玉川

大・院4・宇都宮大5）
ミツバチ不足に対応
するための養蜂技術
と花粉交配利用技術
の高度化―その３；
訪花促進・給餌装置
の開発と実証

C304　○安佛尚志・森
山実・深津武馬（産総
研・生物プロセス）
クロカタゾウムシの
クチクラの硬化と着
色に共生細菌
Nardonella が果たす
役割

D304　○水元惟暁・松
浦健二（京大・農・昆虫
生態）
蟻道形成におけるシ
ロアリの個性

E304　○新藤潤一1・大

朝真喜子2・平野耕治3

（青森産技セ・野菜研
1・石原産業・中央研2・

元石原産業3）
アカメガシワクダア
ザミウマと農薬の併
用による夏秋イチゴ
のアザミウマ類防除



3月29日（金） 午前 一般講演
G会場 H会場 I会場 J会場 K会場 L会場

G301　○大塚彰・永吉
恵一・松村正哉（九州
沖縄農研）
昆虫レーダモニタリ
ング手法の開発

H301　○笹川浩美1，2，

3，4（JSF・科学技術 館
1・ (公財) FAIS2・JST 

日本科学未来館3・

（学）跡見学 園4）
昆虫類 の化学コ
ミュニケーション＆
光コミュニケーショ
ンとヒト社会の科学
コミュニケーショ
ン.

I301　○星博綱・佐々
木正剛・瀧田克典（福
島農総セ果樹研）
ヒメボクトウに対す
る性フェロモン剤の
小面積処理による交
信かく乱効果

J301　○神村学（農業
生物資源研）
in vivo リポフェク
ション：昆虫への簡
便で汎用的な遺伝子
導入法としての可能
性

K301　○岩澤薫・佐藤　
智・安田弘法（山形大・
農）
雑草の群落構造が節
足動物群集の発生に
及ぼす影響

L301　○大仲桂太・西
野実・鈴木賢（三重農
研）
三重県におけるミナ
ミアオカメムシの年
間発生消長の把握

9:30

G302　○山村光司（農
環研）
小さな割合を推定す
る際に必要なサンプ
ル数の簡易計算法：
「８の規則」の提案

H302　○日室千尋1・藤

崎憲治2（岡大院・環境

生命1・岡山県赤磐市2）
軍拡競走の末、岡山
個体群はどのような
代償を払ったのか？

I302　○上船雅義1・
Nasser Said　

Mandour2・小澤理香1・

戒能洋一3・高林純示1

（京大・生態　研1・Suez 

Canal University2・筑波

大・生命環境3）
植物へのプロヒドロ
ジャスモン処理によ
る害虫パフォーマン
スの低下と揮発性物
質の誘導

J302　○関本岳朗1・竹

中志保1・大角裕貴1・井

餘田航希1・古谷朋也1・

白木隆士1・中城満1・片

桐千仭2・杢雅利3・コス

チャルウラジミル4・原

田哲夫1（高知大・院・

環境生理1・北大・低温

研2・東大・大気海洋　

研3・チェコ科学アカデ

ミー4）
外洋棲ウミアメンボ
類における高温麻痺
温度と過冷却点

K302　○中尾史郎1・高

橋駿1・伊達修一2（京都

府立大・応用昆虫1・京

都府立大・野菜花卉2）
低硝酸葉と高密度が
Frankliniella 属の
アザミウマ２種の成
長に及ぼす影響

L302　○石栗陽一・對
馬千佳子（青森産技
セ・りんご研）
２化型リンゴコカク
モンハマキ幼虫の越
冬齢期と春季活動開
始時期

9:45

G303  ○菖蒲信一郎1・

大塚彰2・松村正哉2（佐

賀農技防1・九州沖縄

農研2）
イネウンカ類の九州
地域への飛来量の年
次変動ならびに関連
する気象条件

H303　○鈴木雄介・堀
雅敏（東北大学院・農）
吸汁行動測定装置と
ビデオによるアカヒ
ゲホソミドリカスミ
カメとアカスジカス
ミカメの行動の日周
性解析

I303　 ○和氣坂成一1・

吉岡哲也2・山下幸司3・

藤波麻美1・笹間康弘1

（大塚アグリテクノ（株）
1・福岡農総試八女2・京

都山城北普セ3）
マシン油乳剤（トモ
ノールS）の散布方
法の違いがカンザワ
ハダニとチャトゲコ
ナジラミの防除効果
に及ぼす影響

J303　○Cornette 
Richard・岩田健一・金
森保志・Gusev Oleg・
黄川田隆洋・奥田隆
（農業生物資源研究
所）
ネムリユスリカの乾
燥耐性における酸化
ストレスの影響

K303　○松倉啓一郎・
吉田和弘・和田節（九
州沖縄農研）
スクミリンゴガイと
ラプラタリンゴガイ
の耐寒性

L303　○黒木出・中村
圭司（岡山理大　総合
情報）
自然条件下でのトビ
イロケアリのコロ
ニー発達と気温の関
係

10:00

G304 ○藤野あぐり・神
谷香那・中秀司（鳥取
大・農）
シロオビノメイガ及
び近縁種フタシロオ
ビノメイガの配偶行
動解析

H304　前野浩太郎1，4・

○中村達2・Piou 

Cyril3・Babah 

Mohamed1（モ国バッタ

研1・国際農研2・

CIRAD3・海外学振4）
サバクトビバッタの
孤独相は野外でどこ
に隠れているのか？

I304　○河名利幸・大
井田寛（千葉農林総
研）
ナシ園内における
チャノキイロアザミ
ウマの越冬場所とそ
こからの離脱条件

J304　○村田康允・刑
部正博（京大院・農・生
態情報）
ナミハダニにおける
光回復効果の検証

K304　○飯塚弘明1・後

藤秀章2・大澤直哉1（京

大院農1・森林総研2）
ブナにおける養菌性
キクイムシ類
(Scolytinae， 
Platypodinae )の個
体群動態

L304　○竹内博昭・高
橋明彦（中央農研北陸
セ）
マメシンクイガの飼
育用の餌として適し
たダイズ品種

10:15



3月29日（金） 午前 一般講演
A会場 B会場 C会場 D会場 E会場 F会場

10:30 A305　○剣持太一・
田上陽介・西東力
（静岡大・農）
寄生バチ
Halticoptera 
circulus  に対す
るハモグリバエの
生体防御反応

B305　○松香光夫1・

干場英弘1・佐々木正

己2（ミツバチ科学情報

サービス1・玉川大・農

学2）
ミツバチ科学分野の
構造と情報提供につ
いて

C305　○菊池義智2・

Lee Bok-Luel3・深津

武馬1（産総研・生物プ

ロセス1・北大・農2・釜

山大3）
共生細菌の感染がホ
ソへリカメムシ消化
管の形態変化を引き
起こす

D305　○岩田隆太郎1・

丸山宗利2・金尾太輔3

（日大・生物資源1・九

大・博2・九大・生資環3）
イエシロアリと共生
するヒゲブトハネカ
クシ亜科２種の日本
本土からの発見，お
よびイエシロアリの
日本とその周辺地域
における天然分布の
可能性の検討

E305　○長坂幸吉・光
永貴之・守屋成一（中
央農研）
土着アブラバチ3種
間での二次寄生蜂発
生程度の違い

F305　○杉山恵太郎1・

十亀美穂1・石川隆輔2・

神谷健太3（静岡防除

所1・静岡中遠農林2・静
岡農林技研果樹研セ
3）
静岡県内のカキ産地
におけるフェロモン
トラップを用いたフ
ジコナカイガラムシ
とハマキムシ類の防
除適期の予測

10:45 A306　Saw 

Steven1・高林純示
2・○戒能洋一3 （筑

波大・教育研究科1・

京都大・生態研2・筑

波大・生命環境3）
カリヤコマユバチ
における非寄主ハ
スモンヨトウ加害
植物に対する反応

B306　○渡邊尚樹1・

山本大介1・炭谷めぐ

み2・鈴木高史3・松岡

裕之1（自治医大・医

動物1・生物研・遺伝

子組換え2・東京医科
歯科大・国際環境寄

生虫病3）
ツェツェバエ由来 
Defensinを発現する
トランスジェニック
ハマダラカにおける
マラリア原虫感染の
解析

C306　○棚橋薫彦・古
賀隆一・孟憲英・細川
貴弘・森山実・深津武
馬（産総研）
マルカメムシ共生細
菌の垂直伝達を担う
新規タンパク質の機
能解析

D306　○井上真紀1・五

箇公一1・伊藤文紀2（環

境研1・香川大・農2）
アルゼンチンアリの
スーパーコロニー間
における行動特性の
違い

E306　○光永貴之・長
坂幸吉・守屋成一（中
央農研）
アブラバチ類の二次
寄生蜂Dendrocerus 
laticeps の生態的特
性について

F306　○柳沼勝彦（果
樹研リンゴ）
モモシンクイガ用改
良型フェロモンル
アーによる発生予察
の可能性の再評価

11:00 A307　○上野高敏
（九大農生防研）
水田の指標寄生蜂
アオムシヒラタヒ
メバチの密度を決
定する要因

B307　八木繁実1・○

石川晃一2（多摩アフ

リカセンター1・国立感

染研・ガーナ野口研2）
アフリカの昆虫食
（６）昆虫食から土
食へ

C307　○豊里哲也1・

熊野了州1・城本啓子
1・滝澤匡1・栗和田隆
2・照屋清仁3・佐渡山

安常3（琉球産経(株）
1・九沖農 研2・沖縄県

防技セ3）
飼育温度がイモゾウ
ムシとイモゾウの共
生微生物Nardonella
に与える影響

D307　○遠藤真太郎1・

市野隆雄2（信州大院・

総工・山岳1・信州大・

理・生物2）
アブラムシによる２
種の共生アリへの化
学擬態

E307　○垣内加奈子・
広瀬拓也（高知農技
セ）
施設栽培葉ジソ（オ
オバ）におけるスワ
ルスキーカブリダニ
の放飼方法

F307　○鈴木丈詞1・大

山克己2（千葉大・学振 

PD1・千葉大・環健フィ

科セ2）
変動環境シミュレー
タの提案

11:15 A308　○Magdaraog 
Peter・田中利治（名
大院生命農）
種間競争における
蜂が持つ生理的効
果

B308　○三觜裕之1・

櫻井健志2・藤井毅3・

光野秀文2・石川幸男
3・神崎亮平2（東大院・

情報理工1・東大・先

端研2・東大院・農3）
匂い結合タンパク質
を利用した匂い物質
可溶化技術の開発

C308　○金城幸宏1・

ネイサンロー2・徳田岳
1（琉球大熱生研1・シド

ニー大生物科学2）
ゴキブリ類の食性変
化が細胞内共生細菌
のゲノム進化に与え
る影響

D308　○岡本美里・
Mikheyev Alexander
（OIST・生態進化学ユ
ニット）
幼若ホルモン類似体
を用いた女王カース
トへの分化誘導

E308　○森田茂樹・柳
田裕紹（福岡農総試）
キュウリとナスにお
けるスワルスキーカ
ブリダニの定着およ
び分散性

F308　○石崎摩美1・石

川哲也2（中央農研1・東

北農研2）
飼料イネ水田におけ
るイネツトムシの発
生とイネ生育調査

11:30 A309　○小島渉1・

杉浦真治2・槙原寛
2・石川幸男1・高梨

琢磨2（東大農学生

命1・森林総研2）
カブトムシの捕食
者：誰が長い角の
オスを食べている
のか

B309　○親富祖明・
山岸正明（沖縄防技
セ)
 イモゾウムシ人工
飼料飼育に及ぼすダ
ニ、バクテリア、カ
ビ汚染の影響とその
対策）

C309　○岡部貴美子・
升屋勇人・神崎菜摘・
滝久智（森林総研）
クワガタナカセの地
理的寄主特異性の崩
壊

D309　○中村純・楠岡
友美・仲田諒・野村洋
平・山﨑栞（玉川大・ミツ
バチ科学研）
ミツバチの貯蔵行動
の諸段階における糖
度基準

E309　○溝部信二・中
川浩二・殿河内寿子
（山口農林総セ）
ハダニ類の簡易薬剤
感受性検定法　－　
紙袋を使った農家に
よる抵抗性の確認　
－

F309　○岸正広1・松木

伸浩2・三田村敏正1（福

島農総セ1・福島県県

中農林事務所2）
水稲の成苗移植栽培
でイネミズゾウムシ
の成虫密度が収量に
及ぼす影響



3月29日（金） 午前 一般講演
G会場 H会場 I会場 J会場 K会場 L会場

G305　○安達鉄矢1・伊

藤政雄1・下元満喜1・森

田克彦2・宮本大地2・横

山知紗2・竹村浩一郎2

（高知農技セ1・須崎農

振セ2）
施設栽培イチゴにお
けるヒラズハナアザ
ミウマの被害解析

H305　○河合章・武田
光能・塚崎光（野菜茶
研）
ネギアザミウマの増
殖に関するネギ品種
間差異の検定法

I305　○二村友彬1・眞

壁敏明1・青木隆1・川嶋

幸喜1・納富尚義2・森口

彦弥3・鈴江光吉4・村井

保5（神奈川農技C足 

柄1・神奈川県政策局

総合政策部2・大協技

研工業3・アースバイオ

ケミカル4・宇都宮大5）
紫外線光源の点灯条
件がハウスミカン加
害アザミウマの誘引
に及ぼす影響と紫外
線誘殺器を用いたア
ザミウマのIPM防除

J305　堀雄一1・河上祐　

子1・沼田英治2・志賀向

子1・○後藤慎介1（大阪

市大・院理1・京大・院

理2）
ナミハダニの前後の
単眼はいずれも光周
性の光受容器として
はたらく

K305　○榊原充隆（東
北農研）
遅く生まれた子が内
的自然増加率を低下
させる、近似計算法
の落とし穴

L305　○池本孝哉（帝
京大・医・微生物）
温度依存的な地理的
分布を決める向心力
と遠心力　-内的な
発育最適温度からの
試論-

10:30

G306　○加藤幸太郎1・

能見伊久絵2・岡崎真

一郎1（大分農林水研

農 業1 ・大分豊肥振興

局2）
施設イチゴにおける
クロバネキノコバエ
類成虫の発生消長調
査に有効な黄色粘着
シートの選定

H306　○安部洋3，4・下

田武志2・立石剣3・冨高

保弘2・瀬尾茂美3・釘宮

聡一4・櫻井民人5・津田

新哉2・小林正智1（理研
バイオリソースセンター
1・中央農研2・生物研3・

農環研4・東北農研5）
ハモグリバエ、アザ
ミウマ抵抗性解明を
目指した実験植物シ
ロイヌナズナの利用

I306　○国本佳範（奈
良農業総合センター）
微細ネットの被覆が
気温、湿度、ネギの
生育等に及ぼす影響

J306　島田（丹羽）裕

子1・梅井洋介1・○丹羽

隆　介1，2（筑波大院・

生命環境1・ＪＳＴ・さき

がけ2）
栄養依存的に反応す
る新規の前胸腺投射
神経の同定

K306　○照屋清仁1・熊

野了州2・栗和田隆3（沖

縄防技セ1・琉球産経2・

九沖農研3）
イモゾウムシの交尾
能力に及ぼす長期累
代飼育の影響

L306  ○高野俊一郎
（横浜植防）
ナスミバエの低温耐
性

10:45

G307　○坂巻祥孝1・前

田芳之2（鹿児島大農1・
芳華園，鹿児島大院理

工2）
奄美におけるデイゴ
ヒメコバチの発生消
長および新たな防除
法の模索

H307　○武田光能・河
合章・塚崎光（野菜茶
研）
ネギハモグリバエに
対する品種抵抗性の
検定法と大量飼育シ
ステムの開発

I307　○大矢武志1・仲

田雅雄1・植草秀敏1・小

林正伸1・阿部弘文2・月

足和弘2・太田和宏1（神

奈川農技センター1・日

本ワイドクロス2）
キャベツ育苗中の赤
色ネット被覆による
ネギアザミウマ防除

J307　若桑基博1・松本

由記子2・行弘文子2・松

永茂3・スチュアートフィ

ンレイ1・○蟻川謙太郎1

（総合研究大学院大学
1・農業生物資源研究

所2・浜松ホトニクス株

式会社3）
ツマグロヨコバイに
おける赤色光感度の
起源

K307　○松野和夫・稲
垣栄洋・市原実・済木
千恵子（静岡農林研）
水田集落内における
アカスジカスミカメ
越冬世代幼虫の発生
源

L307　福島悠起・○中
村圭司（岡山理科大
学・総合情報）
ナナフシモドキの卵
休眠における地理的
変異

11:00

G308　○野村昌史・大
坂龍・橋山葵・中牟田
潔（千葉大・院・園芸）
ヒメボクトウの分子
同定と被害木のフラ
スからの分子同定技
術の開発（予報）

H308　○阿部誠・野下
浩二・田母神繁（秋田
県立大学生物資源）
生育条件の異なるア
レチウリに対するウ
リ科食性甲虫の摂食
選好性

I308　○上山博・灰方
正穂・片岡光信・天野
久（京都防除所）
葉ネギ栽培における
赤色防虫ネット被覆
を用いたネギアザミ
ウマによる被害の軽
減

J308　○広吉聡1・栗和

田　隆2（糸満市1・九州
沖縄農業研究センター
2）
有核精子から無核精
子形成への切り替え
は本当にあるのか？

K308　○中島具子・横
山克至（山形農総研
セ）
直播栽培のイネにお
けるアカヒゲホソミ
ドリカスミカメ成虫
の産卵と幼虫の発育

L308　○井上広光1・中

西友章2・兼田武典2（農

研機構・果樹研1・徳島

県防除所2）
新害虫ビワキジラミ
について（１）形態
的特徴と分類学的位
置

11:15

G309　○上地奈美1・上

里卓己2・井上広光1・安

田慶次3・岩波徹1（農研

機構　果樹研1・沖縄防

技セ2・沖縄農研セ3）
沖縄県大宜味村の山
林におけるミカンキ
ジラミ成虫の発生調
査

H309　○服部誠・中村
匡利（農生研）
ツマグロヨコバイの
唾液に含まれるカル
シウム結合タンパク
質とその機能

I309　○妙楽崇・杖田
浩二（岐阜農技セ）
赤ネットによるミナ
ミキイロアザミウマ
の侵入抑制効果の検
討

J309　河端洋二1・谷村

圭太1・神松梨紗1・門野

敬子2・○小林淳1（山口

大・農1・生物研2）
クワコとカイコの雑
種系統における不揃
いな蛹期間の遺伝学
的解析

K309　○吉田龍博1・藤

田智美2・西本浩之2・田

中利治1（名大院農・害

虫制御1・愛知農総試2）
ミナミアオカメムシ
と2種の卵寄生蜂の
殺虫剤感受性

L309　○中西友章1・兼

田武典1・井上広光2（徳

島県防除所1・農研機

構・果樹研2）
新害虫ビワキジラミ
について（２）分布
範囲と被害の様態に
ついて

11:30



3月29日（金） 午前 一般講演
A会場 B会場 C会場 D会場 E会場 F会場

11:45 A310　○山下賢一・
八瀬順也（兵庫農技
総セ）
クモヘリカメムシ
に寄生するヤドリ
バエＣ．
breviforceps  の
寄生率の季節変動

B310　○金子修治・
加藤光弘・石井香奈
子（静岡果樹研セ）
カンキツ園における
環境保全型農業の指
標生物の選抜と評価
手法の開発

C310　○竹松葉子1・

Kok-Boon Neoh2・市

岡孝朗3・Paulus 

Meleng4（山口大・農1・

京大・東南ア研2・京

大・人環3・Forest 
Department, 

Sarawak4）
アカシア植林地のシ
ロアリ多様性に対す
る熱帯原生林までの
距離の影響

D310　○歌川智士・久
保良平・小野正人（玉川
大・農・昆虫機能）
ニホンミツバチにお
ける熱殺蜂球形成の
成因とそれに参加す
るワーカーの日齢

E310　○岡留和伸（京
都農技センター）
オンシツコナジラミ
の誘引性の高い色の
光反射波長域

F310　○奈良井祐隆・
澤村信生（島根農技
セ）
カキの開花状況はカ
キノヘタムシガ越冬
世代における発生状
況の生物季節として
利用可能か？

3月29日（金） 午後 一般講演
A会場 B会場 C会場 D会場 E会場 F会場

14:30 A311　○荒川良・友
田真文（高知大・農・
昆虫）
メスグロハナレメ
イエバエの簡易飼
育方法

D311　○松山日名子・
小野正人（玉川大・院・
昆虫機能）
マルハナバチ属にお
ける巣の乗っ取りと
引き継ぎの起こる要
因について

E311　○柳田裕紹・森
田茂樹・國丸謙二（福
岡農総試）
ハダニアザミウマの
接種的放飼によるイ
チゴ育苗期のナミハ
ダニに対する防除効
果

F311　○伊藤政雄1・十

川和士2・渡邊丈夫2・相

澤美里2・中野昭雄3（高

知農技セ1・香川農試2・

徳島農研3）
高知県および徳島県
におけるネギアザミ
ウマ産雄性単為生殖
系統の分布

14:45 A312　○坂本洋典
1・鈴木美穂2・佐々

木哲彦1（玉川大学
1・基生研2）
セイヨウミツバチ
のカースト間にお
けるゲノムメチル
化の比較

D312　○芳山三喜雄1・

杉村祐哉1・木村澄1・呉

梅花2・亀山眞由美3・髙

松大輔4（畜草研・みつ

ばちU1・筑波大・生命環

境2・食総研3・動衛研4）
ミツバチ腐蛆病菌に
増殖抑制効果を有す
るバクテリオシンの
解析

E312　○中石一英（高
知農技セ）
土着天敵タバコカス
ミカメ幼虫に対する
殺虫剤および昆虫病
原性殺虫剤の影響

F312　○三浦一芸1・十

川和士2・渡邊丈夫2（近

中四農研1・香川農試2）
ネギアザミウマ
Thrips tabac i生殖
系統識別は可能か？

15:00 A313　○菊田真吾
1，2・Bi-Huei Hou2・

Wolf B. Frommer2・

黄川田隆洋1（生物

研・昆虫機能1・
Carnegie Inst . 

Stanford Univ.2）
FRET センサーに
よる細胞内トレハ
ロースイメージン
グ ～ 遺伝子機能
解析から分子動態
解析への移行～

D313　○原野健一1・高

橋和万2・佐々木正己2

（玉川大・ミツバチ科学
1・玉川大・農2）
ミツバチの採餌蜂は
不安定な蜜源に向か
う時に多くの燃料蜜
を持っていくか？

E313　○北嶋康樹1・和

栗伸伍2，5・大野竜徳3，

5・渡部泰弘4（茨城大・

農・応動昆1・フジ環境・

名古 屋2・東洋産業3・

フジ環境・静岡4・NTG

グループ5）
医薬品工場における
チャタテムシ類のモ
ニタリング法：床置
き式粘着トラップの
最適な設置場所と設
置密度の検討

F313　○十川和士1・渡

邊丈夫1・三浦一芸2・伊

藤政雄3（香川県農業

試験場1・近畿中国四

国農業研究センター2・
高知県農業技術セン

ター3）
四国に生息する生殖
型の異なるネギアザ
ミウマの薬剤感受性
について

15:15 F314　○渡邊丈夫1・十

川和士1・相澤美里1・新

田和馬2・中野昭雄3・伊

藤政雄4・三浦一芸5（香

川農試1・徳大院2・徳島

農研3・高知農技セ4・近

中四農研5）
四国に分布するネギ
アザミウマの生殖型
とその見分け方につ
いて



3月29日（金） 午前 一般講演
G会場 H会場 I会場 J会場 K会場 L会場

G310　○相澤美里・渡
邊丈夫・十川和士・熊
野明美（香川農試）
冬季タマネギにおけ
るIYSV媒介虫ネギア
ザミウマの動態

H310　○小林徹也1・末

次克行1・真田幸代2・松

村正哉2（生物研1・九州

沖縄農研2）
トビイロウンカ近交
系を用いた抵抗性イ
ネ品種に対する加害
性の遺伝解析

I310　○櫻井民人1・杉

山充啓2（農研機構・東

北農業研究センター1・
農研機構・野菜茶業研

究所2）
ミナミキイロアザミ
ウマ虫媒性に対する
メロン黄化えそウイ
ルス抵抗性キュウリ
品種の評価

J310　○津田みどり1・

中平賢吾1・柳真一2・佐

伯順子2・鹿児嶋久美

子1（九大院・農1・九大・

総研博2）
触角節数の集団内多
型の進化的維持機
構：マメゾウムシの
場合

K310　○加進丈二1・狐

塚慶子2・渡邊真紀子2・

中畑庸子2・高城拓未2

（宮城古川農試1・宮城

防除所2）
水田内のイヌホタル
イ発生量にもとづく
斑点米被害リスクの
評価

L310　○兼田武典1・中

西友章1・井上広光2（徳

島県防除所1・農研機

構・果樹研2）
新害虫ビワキジラミ
について（３）生活
史と薬剤防除につい
て

11:45

3月29日（金） 午後 一般講演
G会場 H会場 I会場 J会場 K会場 L会場

G311　○栗原潤1・望月

文昭2・南島誠3（長野南

信農試1・信越化学2・長

野防除所3）
フェロモントラップ
によるナシマダラメ
イガの発生消長調査

H311　○長谷川毅・服
部誠・野田博明（農業
生物資源研究所）
トビイロウンカの口
針鞘を構成するタン
パク質成分の解析

I311　○桑原克也・高
橋まさみ（群馬農技セ）
赤色防虫ネットによ
る施設キュウリでの
タバココナジラミに
対する侵入抑制効果

J311　○新井朋徳1・土

田聡2・外山晶敏1（果樹

研・ブドウ・カキ1・果樹

研究所2）
カキノヘタムシガの
フェロモントラップ
誘殺時期等の調査基
準の有効性

K311　○柴卓也1・平江

雅宏1・上松寛1・早野由

里子1・大藤泰雄1・杉山

恵乃2・横須賀知之2（中

央農研1・茨城農総セ2）
茨城県筑西市におけ
るヒメトビウンカの
イネ縞葉枯ウイルス
保毒率の季節変動

L311　大林華菜子1・

Do Nguyen Duc2・中田

健3・安藤哲2・○中秀司
1（鳥取大･農1・東京農

工大 BASE2・鳥取農林

総研園試3）
ナシ害虫ナシカワホ
ソガのフェロモント
ラップに対する誘殺
の条件検討

14:30

G312　○植松繁1・藪哲

男1・宮下奈緒1・下村健

司2（石川農研1・アース

バイオケミカル2）
トラップの形状がア
カヒゲホソミドリカ
スミカメの捕獲に及
ぼす影響

H312　○萬屋宏（農研
機構・野茶研）
チャ遺伝資源におけ
るチャノミドリヒメ
ヨコバイの甘露排出
量と甘露成分の評価

I312　○太田泉・武田
光能（野菜茶業研究
所）
近紫外線除去フィル
ムがオンシツコナジ
ラミの移動分散行動
に与える影響－4つ
の仮説の検証

J312　○竹下隼也1・石

井嶺広1・小池正徳1・福

本晋也2・嘉糠洋陸3・相

内大吾2（帯広畜大・環

境微生物1・帯広畜大・

原虫病研2・慈恵医大・

熱帯医　学3）
長残光性蓄光材の
Anopheles 
stephensi に対する
誘引性の評価

K312　○田中雅也・八
瀬順也・柳澤由加里・
山下賢一（兵庫農技総
セ）
兵庫県におけるイネ
縞葉枯病の多発要因

14:45

G313　○柿崎昌志1・下

村健司2（道総研道南

農試1・アース・バイオ

ケミカル2）
アカヒゲホソミドリ
カスミカメの粘着剤
付き網円筒トラップ
の開発

H313　○河津圭1・和佐

野直也2・今野浩太郎2・

大橋祐子2・望月淳1・光

原一朗2（農環研1・生物

資源研2）
アグロインフィルト
レーション法による
耐虫性遺伝子の迅速
で効率的な評価

I313　○渡部宏・秋山
菜乃香・山崎しおん・矢
野栄二（近畿大・農）
タバココナジラミの
異なる光に対する誘
引反応

J313　○佐藤安志・上
杉龍士（野茶研・金谷）
青色LED光の夜間照
射によるチャノコカ
クモンハマキの交尾
阻害効果

K313　○永山敦士1・土

屋泰三2・高良一志3・辻

井直4・二神和靖5・崎山

澄寿6・内藤尚之7・石橋

尚樹7・本郷智明7・望月

文昭7（沖縄農研セ1・沖

縄北普課2・JAおきなわ
3・農生研4・沖縄営農課
5・沖縄糖農課6・信越化

学7)伊是名島におけ
るイネヨトウの交信
かく乱法による防
除）

15:00

G314　○南島誠・清水
良臣（長野県病害虫防
除所）
アカヒゲホソミドリ
カスミカメＰＴの２
種誘引源と３種捕獲
器の誘引・捕獲力

15:15


